	A.O.M
	S.G.M

	
	


北病棟チームカンファレンス記録
平成２２年　１０月　２７日（水）
司会　松橋　直子　　記録　赤坂　真吾
	佐々木
	松橋
	山田
	中野
	滝田
	三浦

（育）
	岩藤
	佐々木(正)
	久保

（優）
	赤坂

	○
	○
	公休
	準夜
	深夜
	○
	公休
	公休
	○
	○

	中村
	水上
	油津
	及川(久)
	廣瀬
	木村
	三浦

（綾）
	向
	
	

	公休
	準夜
	○
	深夜
	○
	○
	○
	業務
	
	


出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。
＜連絡事項＞

・緊急連絡網について11月分の更新を行います。連絡先に変更のあるスタッフは、中村CWまで連絡をお願いします。期日は11/3（水）までです｡

・医療福祉学会第6郡リハーサルについて

　16:00～学会会場にて実施

　読み上げ・スライドの確認

　読み上げ練習は、1回のみとの事ですので規定時間内に発表出来るよう準備して行きましょう。

・庶務より歯科室のコンプレッサーを交換の連絡がきています。

　日時：10/27（水）14:00～16:00頃まで

・月末になるので、各月間報告の入力をお願いします。

・11/3（水）写真撮影ありますので、各自立ち位置の確認をお願いします。撮影後、すぐに学会開始となりますのでスムーズに移動できるようにして下さい。

・リーダーのサインの入力を忘れないようにしていきましょう。

・薬局からのお知らせ

　ベンゾジアゼピン系薬剤について

・添付文書の自主改訂
　　☆妊産婦・授乳婦への投与（1）
　　　催奇形性に関する疫学調査が報告されていることの追記
　　・厚労省からの事務連絡
　　☆妊産婦・授乳婦への投与（2）（3）
　　　新生児に哺乳困難、嘔吐、活動低下、筋緊張低下、過緊張、嗜眠、傾眠、呼吸抑制・無呼吸、チアノーゼ、易刺激性、神経過敏、振戦、低体温、頻脈などを起こすことが報告されている。これらの症状は離脱症状あるいは新生児仮死として報告される場合もある。また、新生児に黄疸の増強を起こすことが報告されている。分娩前の連用で、新生児に離脱症状が現れることが報告されている。
・昇圧剤の「コロヒポナリン錠（塩酸エチレフリン）」が製造中止になります。
それに伴い代替品として「エチホール錠（5）」へ切り替えとなります。

＜患者様連絡事項＞

・三上　勇　様～「咳が出る」との訴え継続している為、主治医より

カフコデN（鎮咳剤）　3×1　3日分臨時処方となっています。引き続き症状の観察をしていきましょう。

・十日市　利喜様～排便コントロールの為、シンラック液（下剤）2本処方となっています。

・古川　富蔵様～排便コントロールの為、シンラック液（下剤）1本処方となっています。

・菊地　明子様～サンコバ点眼液1本継続処方となっています。

・袴田　将志様　　　PL顆粒（総合感冒剤）処方となっていましたが、症状改善

・滝田　英人様　　　されてきている為、飲みきり止めとなります。

＜作業療法経過報告＞

・菊地　明子様～10/25（月）作業療法中に足のムズムズ感訴えあり、しゃがみこむ様子見られています。翌日10/26（火）も同様の訴え聞かれています。主治医からは1週間様子をみてから服薬調整を検討するとのことでしたので、その旨を作業療法士へも情報提供しています。病棟でも引き続き観察していきましょう。

・木村　義重様～最近、作業療法中居眠り目立っているとの事です｡疲労感の有無について作業では「疲れていない」と話しているそうですが、病棟では疲労の訴えある事を情報提供しています。また北病棟へ転入後は就床時間が遅くなって来ており、その影響もあるのではないかと考えられます。作業では、休みを入れながら取り組めるよう促して行くそうです。病棟でも睡眠の状態や眠気の有無を確認し昼夜逆転とならないようにしていきましょう。

＜川端Dr.診察状況＞

・滝澤　久江様～本日「チョコレートを取りにいく」と幻聴に左右され、病棟を出て行こうとすることありました。度々、上記のような行動ありますので離院の無いように観察していきましょう。排便－7日であることを主治医へ情報提供し、グリセリン浣腸120mlの指示あり施行しています。反応便の状態を確認し報告するようにとのことです。排便困難さ見られています。水分摂取量少ない為、促しを行っていきましょう。1日どの程度、水分が摂れているのか把握が必要です。

・大釜　万知様～摂取量1日9～10杯（2,250～2,500ml）1日体重増減約＋2㎏となっており水分摂取量多くなってきていることを主治医へ情報提供しています。主治医より、食事時のお茶と服薬時の水以外で1日4杯まで、1日体重増減約＋3㎏でコップスタッフ預かりとする旨の説明を受け本人了承されています。引き続き水分摂取量について観察をしていきましょう。

・清川　厚子様～退院についてご家族（夫）の意向について「出来れば青山荘で訓練期間を置いてから帰ってきて欲しいが、青山荘へ入所できなければそのまま自宅退院でも仕方ない」と話していた事を主治医へ情報提供しています。主治医より、上記について本人へ伝えると本人は「自宅へ帰りたいけど、旦那がそう言うなら」と話されています。主治医の意向としても「青山荘で訓練してからの方が良いのでは？」と本人へ説明しています。ご家族（夫）と話し合うよう説明され了承されています。

・稲垣　恵利子様～夜中に「カタログが届く」と話していたことを情報提供しています。衣類について気にしている様子あり、カタログについても「申し込んだか分からない」と話されています。本人はご家族に「冬物が欲しい」と連絡していると話されているため、スタッフからご家族へ本人から依頼があったか、とあったのであればいつ頃持ってきていただけるのかを確認するよう指示あります。

・鈴木　茂子様～体重を減らすように説明されています。甘い物と砂糖、スナック菓子は食べないように指導を受けています。
































































